
 

国土強靱化 民間の取組事例 419  顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 14 商品やサービスに防災機能を付加する 

419 災害時のデータ保存機能を高める仮想デスクトップサービスの提供 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

富士通株式会社 
【平成 29年】 

1020001071491 その他防災関連事業者 
【情報通信業】 

東京都 

 社外からでも、会社内と同じOS、アプリケー

ション、ファイル等を活用できる仮想デスクト

ップサービスは、大規模な災害や疫病の発生、

公共交通機関の運休等により、中長期的に社員

の出社が困難となった場合でも、在宅勤務が可

能であり、業務の効率化に加え、事業継続の観

点からも導入企業が増えている。 

 富士通株式会社は、平成26年より仮想デスクトップサービス  V-DaaS」を提供しているが、平成

28 年 4 月より同サービスを提供する館林データセンター（DC）に加え、同時被災する可能性の低

い明石 DC からも同サービスを提供し、複数の DC をミラーリングさせ、お客様の設定情報を他方

のDCにバックアップさせる V-DaaS 基本サービス ICT 災害対策付」の提供を開始した。 

 同災害対策サービスは、地震・水害・火災等の災害により顧客が利用中の仮想デスクトップ基盤を

設置したデータセンターが被災し、運用継続が困難になった場合に備え、予めお客様の設定情報を

緊急代替拠点であるバックアップサイトに保存し、有事の際にバックアップデータから  V-DaaS」

の利用環境を復元し、サービスを提供する。 

 

▲V-DaaS 基本サービス ICT 災害対策付概念
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